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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年8月31日(2017.8.31)

【公開番号】特開2016-165630(P2016-165630A)
【公開日】平成28年9月15日(2016.9.15)
【年通号数】公開・登録公報2016-055
【出願番号】特願2016-124072(P2016-124072)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月21日(2017.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同方向に張り出して形成される一対の張出部を有するベース部材と、少なくとも一方の
前記張出部の張出端に当接される被当接部材と、前記一対の張出部の張出端側部が少なく
とも一辺を構成する軸支部に両端部が回転可能に支持され、所定の光を反射可能な回転部
材と、その回転部材へ光を照射可能な光源と、を備え、
　前記軸支部は、前記回転部材が、少なくとも一方の前記張出部の張出端側部と前記被当
接部材とに軸支されるように構成され、
　前記回転部材は、前記光源から照射される光の少なくとも一部を透過可能に構成される
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　少なくとも一方の前記張出部は、張出端の端面に軸支溝が形成され、
　前記回転部材は、本体部と、その本体部から突設されると共に前記軸支溝に嵌め込まれ
ることで軸支される少なくとも一の回転軸部と、から構成され、
　前記軸支溝に嵌め込まれる回転軸部は、前記軸支溝の開放端から嵌め込まれ、前記軸支
溝の開放端が前記被当接部材に塞がれることで軸支されることを特徴とする請求項１記載
の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために本発明の遊技機は、同方向に張り出して形成される一対の張
出部を有するベース部材と、少なくとも一方の前記張出部の張出端に当接される被当接部
材と、前記一対の張出部の張出端側部が少なくとも一辺を構成する軸支部に両端部が回転
可能に支持され、所定の光を反射可能な回転部材と、その回転部材へ光を照射可能な光源
と、を備え、前記軸支部は、前記回転部材が、少なくとも一方の前記張出部の張出端側部
と前記被当接部材とに軸支されるように構成され、前記回転部材は、前記光源から照射さ
れる光の少なくとも一部を透過可能に構成される。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２記載の遊技機によれば、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、部材の組
み付けを容易とすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８４】
１０　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１３　　　　　　　　　　　遊技盤
８１　　　　　　　　　　　第３図柄表示装置（液晶表示装置）
３１２　　　　　　　　　　揺動軸
３１３　　　　　　　　　　伝達軸（第１軸）
３１５　　　　　　　　　　案内孔（第２案内部）
３１６，２３１６　　　　　起立孔（第１案内部）
３１６ａ，２３１６ａ　　　姿勢変化部
３１６ｂ，２３１６ｂ　　　同心円部
３２０　　　　　　　　　　アーム部材（移動部材）
３２１　　　　　　　　　　本体部
３２４　　　　　　　　　　前当部（装飾部）
３２５　　　　　　　　　　解除孔（案内部）
３２６　　　　　　　　　　摺動部（第２突出部）
３３０　　　　　　　　　　起立部材（演出部材）
３３２　　　　　　　　　　張出リング部（揺動軸）
３３３　　　　　　　　　　変化摺動部（第１突出部）
３４０，２３４０　　　　　駆動装置（解除装置、駆動装置）
３５０，２３５０　　　　　伝達装置（位置規制装置、第１回転体）
３５１　　　　　　　　　　規制摺動部（ピン部材）
３６０　　　　　　　　　　ねじりバネ（付勢装置）
４３０　　　　　　　　　　吊下部材（移動部材）
４３３　　　　　　　　　　屈曲腕部（張出部、当接部、手先部）
４４０　　　　　　　　　　駆動装置（第１駆動装置）
４５０　　　　　　　　　　補助部材
４５２　　　　　　　　　　揺動孔（一方の端部）
４５３　　　　　　　　　　スライド軸（他方の端部）
４６０，２４６０　　　　　傾倒部材（演出部材）
４６１ａ　　　　　　　　　吊下軸（一方の端部）
４６１ｂ　　　　　　　　　連結軸（他方の端部）
４６４　　　　　　　　　　駆動装置（第２駆動装置）
４７０，２４７０　　　　　連結部材
５１０　　　　　　　　　　ベース部材
５１１　　　　　　　　　　底面部
５１２　　　　　　　　　　第１壁部（張出部）
５１２ａ　　　　　　　　　軸支溝
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５１３　　　　　　　　　　第２壁部（張出部）
５１３ａ　　　　　　　　　軸支溝
５１３ｂ　　　　　　　　　延設部
５２０　　　　　　　　　　反射部材（回転部材）
５２１　　　　　　　　　　本体部
５２１ａ　　　　　　　　　面取部（当接部分）
５２２　　　　　　　　　　回転軸（回転軸部）
５２３　　　　　　　　　　回転ギア（被伝達部）
５３０　　　　　　　　　　第１蓋部材（被当接部材）
５３１　　　　　　　　　　軸支孔
５４０　　　　　　　　　　第２蓋部材（被当接部材）
５４３　　　　　　　　　　位置決め突設部（嵌合部）
５５０　　　　　　　　　　伝達部材
５５３　　　　　　　　　　第１ラックギア（ラックギア部）
５６０　　　　　　　　　　駆動装置
７１０，２７１０　　　　　ベース部材
７１５　　　　　　　　　　案内壁部
７１５ａ　　　　　　　　　受けギア部
７２０，２７２０　　　　　第１スライド部材（移動部材）
７２１ａ　　　　　　　　　ラック部（伝達部）
７２２　　　　　　　　　　台車部
７２２ｂ　　　　　　　　　回転体群（車輪部）
７４０　　　　　　　　　　第２スライド部材（移動部材）
７４１　　　　　　　　　　本体部（伝達部）
７４２　　　　　　　　　　台車部
７４２ｂ　　　　　　　　　回転体群（車輪部）
７４３ａ　　　　　　　　　撓み抑制ギア（回転体）
７７０　　　　　　　　　　駆動装置
２７１６　　　　　　　　　検出装置
Ｄ１　　　　　　　　　　　長径方向（第１の方向）
Ｄ２　　　　　　　　　　　短径方向（第２の方向）
Ｇ　　　　　　　　　　　　重心
Ｐ　　　　　　　　　　　　表示領域
Ｓ１　　　　　　　　　　　第１スライド軸棒（軸棒）
Ｓ２　　　　　　　　　　　第２スライド軸棒（軸棒）
Ｘ　　　　　　　　　　　　方向
Ｙ　　　　　　　　　　　　方向
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